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[bookmark: _Toc49955923]１．事業名
　　松浦市離島生活支援船建造事業

２．事業実施の背景及び目的
　松浦市の離島地域である人口１５７人（令和８年６月末現在）の青島地区は、松浦市本土（松
浦港・御厨）から約６．５㎞に位置し、唯一の公共交通機関である定期船（フェリー）は１日
４往復で、青島発１６時２５分、御厨発１７時３０分（下半期１７時１５分）が最終便となっ
ている。
　そのため、青島地区が主体となり、交通船（一般不定期航路事業を行う個人所有の船舶）１
便を交代で運航し、これを市が支援することで、通勤・通学等における住民の移動手段を確保
[bookmark: _GoBack]している。なお、青島地区では、夜間等の救急搬送にも当該交通船で対応している。
　しかし、著しい人口減少や少子高齢化等に加え、昨今の物価高騰や安全設備等の義務化等に
よって、青島地区でも運航従事者の減少が見込まれており、これまで通りの交通船運航や救急
搬送等に対応するためには、高齢者や急病患者等を含む乗員乗客の安全確保を最優先した船
舶の導入が喫緊の課題となっている。
　以上のことから、離島地域の生活を支援し、公共の福祉を充実させるため、市において時代
のニーズに合った船舶の建造を実施するものである。

３．事業実施期間
　　契約締結日から令和１０年３月３１日まで
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　　長崎県松浦市星鹿町青島港
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５．事業内容
　　専門的な知識及び技術力が必要とされる船舶（１隻）の建造に関し、効果的かつ効率的に
事業を実施するため、設計から建造及び工程の監理を一括して発注するものとする。
（１）船舶設計業務
　　　本事業の目的を考慮した上で、現在の運航状況や航路となる海域環境を分析し、最適
とする船舶設計の提案を行う。また、提案を基に発注者と協議を行い、決定した内容で
の実施設計を行う。
（２）船舶建造工事
　　　設計書に沿った船舶建造を行う。
（３）船舶建造工事に係る監理業務
　　　建造工事に関し、設計書どおりに実施しているか適正に管理監督を行う。
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【基本的仕様】
	項　　　目
	内　　　　　容

	船質
	ＦＲＰ

	定員
	旅客定員１２名（非旅客船）、船員３名

	構造
	・小型船舶操縦士免許の有資格者による操船が可能な船体とすること。
・耐航性・凌波性、復元性に優れた船体形状とすること。
・エンジンは国産とし、メーカーは問わない。
・発着港となる青島港及び松浦港（御厨）での乗降に支障がない構造とすること。
・乗客用の座席は、高齢者等に配慮したものを選定すること。
・操舵室の座席は、長時間の操船でも疲れにくいものを選定すること。
・傷病者等の搬送のため、車椅子及びストレッチャーに対応した乗降口
を設けるとともに、救急搬送時にストレッチャー等を安全かつ確実に
固定できる区画を確保すること。

	諸元
	・全　長　　約１８ｍ
・全　幅　　約　４ｍ
・深　さ　　約　２ｍ
・総トン数　約１３トン
・最大速力　２０ノット以上

	航行区域
	平水区域

	配慮事項

	・建造する船体及び装備品等に関して、本事業の背景や目的を考慮し、乗員乗客の安全性に配慮した内容を示すこと。



[bookmark: _Toc49955928]６．留意事項
（１）受注者は、事業の実施に伴い適用される法令、規程、基準、指針等について、これを遵守しなければならない。
（２）受注者は、業務上知り得た情報及びその他の秘密を他に漏らしてはならない。事業完了後も同
様とする。
（３）円滑な事業遂行のために、発注者と十分な協議・調整を行うとともに、発注者が必要と認
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（４）受注者は専門的知識を有していることから、本事業の効果的かつ効率的な実施について、
積極的に提案を行うものとする。
（５）成果品に契約不適合があったときは、受注者は、発注者の求めに応じて、成果品の修補、
代替物の引渡し、又は不足分の引渡し等の自ら指定した方法による履行の追完、代金の全部
又は一部の減額、損害の賠償その他の必要な措置を講じなければならない。

７．その他
　　本事業の実施にあたり、定めのない事項及び疑義が生じた場合は、その都度協議するものと
する。
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